
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月 26 日（木）、最上小国川清流未来振興機構の代表者会議が開催されました。会議では、平成 30 年度事業計

画及び予算等を決定したほか、最上小国川の治水対策と流域活性化を図るために策定された最上小国川清流未来

振興計画に基づく取組みについて、報告と意見交換が行われました。機構では昨年度に引き続き、最上小国川清 

流未来振興計画の施策の進捗管理、最上小国川をテーマにした写

真コンテストの開催、ホームページ、広報誌、最上小国川釣りマ

ップによる情報発信に取り組んでいきます。 

 また、平成 30年度は新たに、最上小国川の素晴らしさを内外に

広くアピールし、流域活性化に結びつけるとともに鮎釣り文化の

継承を図るため「鮎釣り甲子園大会（仮称）」を開催します。 

連携支援室 29-1240 
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観光振興室 29-1311 

 

最上地域の農林水産業の振興発展及び人材育成に資することを目的に、優れた功績・成果、地域の課題解決に

向けて取り組んでいる地域の若者を表彰しており、3月 28日（水）に、平成 29年度最上地域農林水産業若者賞受

賞者 2名に表彰状を伝達しました。 

 

 

 

 

 

 

 

地域産業経済課 29-1307 

井上 学 氏 （鮭川村・きのこ生産者） 

最上地域の経営継承段階にある若者や新規就農者等に対して助言を行うなど、最上

地域の青年農家のリーダー、ネットワークの要になっており、また、なめこ栽培では

おがくずを全て県内から調達するなど、地域を意識した栽培方法を実施。 

西村 伸之 氏（真室川町・若手畜産農家） 

全国的に不足する和牛肥育素牛の供給を担っており、大規模な若手畜産農家として、

他の畜産農家の模範となる農業経営を実践。 

4 月 25 日（水）、最上地域観光協議会総会（会長：山尾新庄市

長）を開催しました。 

総会では、支庁長をはじめ、管内８市町村の行政・民間・関係

団体等 35名が参加し、今年度の事業について議論され、通過型か

ら滞在型観光への転換を図るため、「ブナと巨木のもがみ回廊」に

加え、「AMAZING MOGAMI（驚きに溢れた最上）」をキャッチフレー

ズとした情報発信や、新庄まつり特別プロジェクトなどに、官民

一丸となって取り組んでいくことを確認しました。 

例年になく雪の多かったこの新庄・最上地域にもようやく春が訪

れ、本格的な観光シーズンが到来しました。心からのおもてなしで、

観光誘客に取り組み、交流人口の拡大を目指していきます！！ 
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「緑の募金」については、毎年 4月 1日～5月 31日を春募金の期間として、新庄市内で街頭キャンペーンを実

施しています。今年は、4月 22日（日）に、新庄市、新庄市北辰小学校緑の少年団、新庄南高校及び新庄東高校

の協力を得て、市内 3ヶ所（新庄駅「ゆめりあ」前、ヨークベニマル新庄店、マックスバリュ新庄店）で、街頭

募金の呼びかけを実施いたしました。募金に協力していただいた方には、緑の羽根のほか、募金の使途を説明す

るチラシと花の種を配布しました。新庄の桜も満開 

で好天に恵まれた中、緑の少年団員は高校生のお姉 

さんお兄さんと一緒に大きな声で募金の呼び掛けを 

行いました。 

多くの方から募金にご協力いただき、ありがとう 

ございました。       森林整備課 29-1348 

 

山菜取りのシーズンを迎えております。 

有毒植物の誤食に注意しましょう！！ 

 

春の農作業の本格化を前に 4月 26日（木）、最上総合支庁前で

農作業事故防止キャラバン出発式を開催しました。最上地区農業

機械士会、管内の関係機関担当者等およそ 50 名が参加した出発

式では、安孫子産業経済部長が「農業経営の安定化、ブランド産

地確立、農業後継者育成は、生産者一人ひとりの安全な農作業の

徹底があってこそ」と挨拶し、最上地区農業機械士会の沓沢衛会

長が、「作業前の安全確認、機械を点検する際のエンジン停止、

無理のない作業など、基本的な農作業安全対策の徹底を農家に呼

びかける」と決意表明を行いました。その後、広報車を先頭に管

内一円を回る広報活動に出発しました。 

今年も農作業事故ゼロを目指し、当課 

では関係機関と連携して農作業事故防 

止啓発活動を継続していきます。 

農業技術普及課 29-1330 

 

春の山菜シーズンを迎え、4月 20日（金）

に、入山者に山火事防止を呼びかける広報

キャラバンを最上広域市町村圏事務組合消

防本部や市町村、関係団体の協力で実施し

ました。空気が乾燥するシーズンです。風

の強い日には特に火の取扱いに気をつけま

しょう。     森林整備課 29-1348 

★山野草は、知っているものだけを食べましょう。 

★庭や菜園では、野菜類と園芸植物は明確に区別、識別しましょう。 

★食用となる山野草と有毒植物が混じって生えていることがありま

すので、慎重に採取しましょう。  

★少しでも自信のないもの、怪しいものは、絶対に採取しないよう

にしましょう。                   

★安易に譲り渡したり、譲り受けたりしないようにしましょう。 

★山野草を食べて、しびれ、むかつき、吐き気などの中毒症状を起

こしたら、残品を持って早急に医療機関を受診しましょう。    

有毒植物による食中毒を起こさないためのポイント 

保健企画課 生活衛生室 29-1260 

【食用】ニラ 

強烈な臭いを放つ 

【有毒】スイセン 

臭いはない 
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4月 16日（月）、モンゴル国の農業視察団一行が最上総合支庁を訪れました。真室川町の（有）ワーコム農業研

究所（代表取締役会長 栗田幸太郎氏）がモンゴルで堆肥発酵促進剤を活用した耕畜連携事業に取り組んでいる

ことから、今回の訪問につながりました。視察団は、現地のプロジェ 

クトに関わっている野菜生産組合会長のトルマンダフ氏、女性ファ 

ーマーズアソシエーション会長のビャツハンダー氏など 4名です。 

須藤最上総合支庁長が「モンゴルと日本の交流が深まることを期待 

します」と歓迎し、トルマンダフ氏から「日本農業の安全安心な農業 

生産技術を学びたい」とあいさつがあり、懇談しました。 

 一行は、当課から最上地域の農業について説明を受け、また県内 

の農場やスーパーマーケットなどを視察した後、北海道内を視察して 

帰国されました。           農業技術普及課 29-1330 

 

4月 23日（月）、最上 

             総合支庁講堂において、 

今年度の道路情報モニ 

ターの辞令交付式及び研 

修会を行いました。日 

常の道路パトロールに加

え、モニターの方からの確実な情報を基に、より素早

く安全な道路交通の確保に努めてまいります。モニタ

ーの皆様、今年１年間どうぞよろしくお願いします。 

 道路計画課 29-1397 

 

最上小国川清流未来振興機構では、清流最上小国川の大切さについて、多くの皆さんに改めて気付いていただ

き、それを未来に伝える機運を醸成することを目的として「第２回最上小国川写真コンテスト」を開催いたしま

した。今月号では、ご応募いただいた作品の中から入賞作品をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連携支援室 29-1240 

 

4月 23日（月）、最上総合支庁講堂において、地す

べり急傾斜地等巡視員の辞令交付式及び研修会を行い

ました。 

研修会では山形県 

地すべり急傾斜地等 

巡視員必携書の内容 

の説明のほか、普段 

の巡視状況や疑問点 

等について、活発な 

意見交換を行いました。 

建設部長と参加された道路
情報モニターのみなさん 

作品名：解禁の日 

受賞者：菅 ゆき子さん 

作品名：夕映えの小国川 

受賞者：菅 清一さん 

作品名：銀鱗は踊る 

受賞者：奥山 喜久雄さん 

河川砂防課 29-1408 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベント列車が運行します 

5/26（土）・27（日）に「風っこ号（トロッコ列車）」

と「リゾートみのり」が連結して陸羽西線を走りま

す！26日の新緑庄内号は新庄駅を 11:50に出て酒田駅

へ、27日の新緑最上号は酒田駅を出て 14:05に新庄駅

に到着します！26日は新庄駅で、新庄市立明倫中学校

吹奏楽部と新庄聖マルコ幼稚園の皆さんが賑やかに 

お見送りします。この機会に

新緑の最上川を車窓から眺

めてみませんか。 

観光振興室 29-1311 

世界禁煙デー（WHO制定） 

5月 31日は世界禁煙デーです。 

たばこは吸っている本人だけでなく 

周りの人の健康にも悪影響を与えます。 

この機会に自分と大切な人の健康について考えてみ

ませんか。5/29から総合支庁ロビーにおいてたばこに

関するポスター展示や、リーフレットを設置しますの

でお立寄りください。  地域保健福祉課 29-1267 

発行日： 平成３０年５月１日 

発行元： 山形県最上総合支庁総務企画部総務課総合案内窓口    電話：0233－29－1360  FAX： 0233－23－2605 

HP(TUhttp://www.pref.yamagata.jp/ou/sogoshicho/mogami/314001/eco-polis.html)でもご覧いただけます。 
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もがみるくん 

自動車をお持ちの皆様へ 

 自動車税の納期限は、5月 31日（木）です。 

お近くの金融機関、郵便局、各総合支庁税務担当課、

コンビニエンスストアのほか、インターネットを利用

してクレジットカードでも納めることができます。み

なさん、忘れずに期限までに納めましょう。 

税務課 29-1229 

≪平成３０年５月最上管内献血日程≫ 

5月 08日 ＪＡもがみ中央大蔵支店・大蔵村役場 

5月 10日 最上町中央公民館・最上町健康センター 

5月 16日 山形県立農林大学校・㈱ヤマトテック 

5月 17日 ㈱山形メタル・レキシントンホール 

詳細な時間等は保健企画課へお問い合わせ 

ください。皆様のご協力をお願いします！            

保健企画課 29-1258 

棚田カードの配布が開始されました 

大蔵村四ヶ村地区の美しい棚田 

の写真がカードになりました。 

ぜひ、四ヶ村にお立ち寄りいただ 

き、棚田の雄大な景色をお楽しみ 

ください。カードは、ふるさと味来館で配布していま

す。（県内では 7箇所で作成しています。） 

農村計画課 29-1342 

オールもがみ若者定着・人材確保推進会議（仮

称）設立・キックオフイベントの開催 

 若者の地元定着・回帰促進に向け機運醸成を図るイ

ベントで、どなたでもご参加いただけます。 

【日時】5月 24日（木）10：30～12：00 

【場所】新庄市民プラザ 大ホール 

【内容】オープニング講演、キックオフ宣言等 

地域産業経済課 29-1306 

やまがた百名山写真展の開催について 

 平成 29年度に開催された「やまがた百名山」写真

コンテストの入賞作品を展示する巡回写真展が開催

されます。 

【期 間】5月 7日（月）～24日（木） 

【場 所】最上広域交流センター ゆめりあ 

【入場料】無料 

環境課 29-1285 

採用力向上・離職防止セミナーの開催 

 人材を確保するために、採用力をアップし、若者の

早期離職を防止するためのセミナーを開催します。 

【日時】第 1回：5月 25日（金）15：10～16：30 

    第 2回：6月 20日（水）14：00～16：30 

【場所】わくわく新庄 研修室 

【内容】求人票作りのポイントや、離職の現状と対策 

に関する講演  地域産業経済課 29-1309 

http://www.pref.yamagata.jp/ou/sogoshicho/mogami/314001/eco-polis.html

